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宅配業者を装ったSMSにご注意を！ ネット通販の定期購入トラブル

　大手宅配業者を装った偽の不在通知の
SMS（電話番号宛てのショートメッセージサー
ビス）が届いたという相談が寄せられています。

【偽メールの例】
お客様宛にお荷物のお届けにあがりまし
たが不在の為持ち帰りました。配送物は
下記よりご確認ください。
http;//xxxxx←不審なリンク先のURL

不審なリンク先にアクセスすると以下のよ
うな被害が発生しています。
①IDやパスワードを盗み取るフィッシングサ
イトに誘導されて、個人情報を不正利用さ
れる。
②不審なアプリをインストールさせられ、そ
の影響で、自分のスマートフォンから勝手
に偽のSMSが不特定多数に送信される。

【アドバイス】
◆大手宅配業者はSMSで不在通知の案内を
行っていません。偽のSMSを受信した場合
は、不審なリンク先のURLにはアクセスせ
ずに、無視しましょう。SMSの真偽の判断
がつかない場合は、公式サイトなど確かな
情報源で確認しましょう。

◆SMSで誘導されたサイトでは、電話番号や
パスワード、認証コードなどの重要な情報
を安易に入力しないようにしましょう。
◆アプリのインストール許可をする前には、
必ず信用できるアプリか確認しましょう。

【事例】
スマートフォンの広告を見て、お試しのつも

りで育毛剤を注文した。初回500円の商品が
届いたので代金を支払った。２週間後に商品
を送るというメールが届いたので問い合わせ
たら、4回購入が条件であることを知った。使
いきれないので解約したい。販売業者は、初
回商品を定価での4000円と発送手配済みの
２回目の送料を負担すれば解約に応じるとい
う。差額の支払いに納得できない。広告や申
込み画面は消したので確認できない。

【通信販売の法的規制】
インターネット通販は、特定商取引法で通
信販売として規制されています。販売業者は
定期購入の場合、取引の条件となる購入期間
と、代金の総額を表示しなければいけませ
ん。また、購入者は販売業者の返品や解約に
関するルールに従うことになります。なお、通
信販売にクーリング・オフは適用されません。
事例のケースでは、適正に表示されていれば
販売店と話し合って解決するしかないでしょう。

【ネット通販を利用するときの注意点】
◆広告画面に書かれている契約条件をよく確
認する

◆広告画面と申し込み画面を保存する
◆申込み後に届くメール（承諾メール）を保
存する

◆格安商品には理由があることを理解する

不審なSMSを受信しても簡単にURLには接続しないことだワン！

自分の電話番号やパスワードなどの重要な情報を安易に入力し

ないことだワン！

ネット通販を利用するときは、広告画面に書かれている契約条件

をよく確認することが大事だワン！
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